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大阪会場では建築確認評定部の性能評定課の各グループ（避難防災、構造、材
料）、確認検査課、構造計算判定部、構造部が同日・同会場でセミナーを開催し
ます。また会場は大阪市中央公会堂を全館貸し切りとしていますので、館内を
自由に見学できます。この機会に是非、ご参加ください。

【テーマ】SDGsへの取り組みに役立つ建築技術

【申し込み・各種SNS（セミナー概要】

YouTube

大阪市中央公会堂

避難防災グループ セミナー概要

15：00～15：20 GBRC業務説明
（避難防災グループの最新情報）

避難防災
グループ

15：20～16：10 避難安全検証法
（ルートBについて）

東京理科大学 教授

萩原一郎

16：10～17：00 高齢者・児童福祉施設等における

バリアフリー避難計画

早稲田大学 教授

佐野友紀

申し込みはこちら

全て参加無料

個別相談会あり

CPD付与対象セミナー

建物見学会あり全2回（各回先着30名）

https://www.youtube.com/watch?v=p0FoEn9NNbw&feature=youtu.be
https://www.youtube.com/watch?v=p0FoEn9NNbw&feature=youtu.be
https://shiken.gbrc.cloud/joins/add/123
https://www.gbrc.or.jp/assets/training/gyosetu/2022gyosetu_03-1.pdf
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避難計算解説シリーズの第12回目となります。今回は「廊下避難開始時間」についてご紹介します。
廊下避難時における避難開始時間は出火室と非出火室でそれぞれ異なる数値となります。これは出火室は自室で
出火しているため火災を早く覚知できることに対して、非出火室は感知器の作動や人からの口頭伝達などを待た
ねばならず比較的遅い覚知となるためです。そのため新・建築防災計画指針における避難計算においては非出火
室の避難開始時間は出火室の2倍の時間と設定されています。
出火室、非出火室の避難開始時間の算定式は下記のとおりです。

b𝑇 ＝ 𝟐 ൈ a𝑇(出火室の2倍)

非出火室の避難開始時間

居室2
（非出火室）

居室1
（出火室） 階段

A=200㎡

小部屋出火の場合

A1=200㎡

出火室は2  𝐴ଵ ＝28.3秒のため、

30秒から避難開始！

非出火室は出火室の2倍とな
るので、60秒から避難開始！

居室2
（非出
火室）

居室1
（出火室） 階段

A=50㎡ A1=350㎡

大部屋出火の場合

出火室は2 𝐴ଵ ＝37.5秒のた

め37.5秒から避難開始！

非出火室は出火室の2倍とな
るので、75秒から避難開始！

a𝑇 ＝𝑀𝐴𝑋ሺ2 𝐴ଵ ,30）

出火室の避難開始時間

(A1＞225㎡)(A1≦225㎡)

2 𝐴ଵが30よりも大きい値となる場合

⇒ 𝐴ଵが225㎡より大きい場合

避難開始時間は30秒を超えた値となる
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12月 1月 2月 3月

防災計画
評定委員会

小規模共同
住宅委員会

7 10 7 7

本委員会 22 25 20 23

今後の委員会日程は下記のとおりです。
HPにも掲載しています。

(※2022/11/28現在)

12月 1月 2月 3月

避難・耐火性能評価
委員会

23 27 24 24
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【ご紹介】任意防災評定について

防災計画書
（Ａ3）

消防意見書
+回答書

チェック
リスト

（Ａ４）

DL

ＧＢＲＣでは、防災計画評定において、行政指導に基づかない
自主的な防災計画評定を「任意防災評定」として審査しています。
手続方法は通常の防災計画評定とほぼ同様ですが
異なる点は、特定行政庁・消防の下見が不要となることです。

事
前
相
談

※

1

申

込

み

2週間

評
定
委
員
会

※午前中
特
定
行
政
庁
・消
防
下
見

（大阪市下見不要案件の場合）
最短4週間

不要

任意で防災評定を取得する例としては、竣工後の用途変更により確認申請
上の手続きは不要だが、お客様の「自主的に防災上の安全性を確かめておき
たい」という意向がある場合、仮使用審査に際し行政からの依頼がある場合
等が想定されます。詳細は事務局までお問い合わせください。

委員会までのフロー

委員会申込時提出資料

不要

（審査内容は通常の防災計画評定と同じです。）

4年に一度の祭典がやってきました。FIFAワールドカップカタール大会で
す。アジアの国同士でありながら、カタールと日本との時差は6時間もある
と思うと世界の広さを実感させられます。この大会の主催者はFIFAといい
フランス語の「Fédération Internationale de Football 
Association」の略称です。

最近は、SDGsやIoTなど「アルファベット略語」と呼ばれる略称が世の中
に増えてきているように思います。呼称の意味は知っていても、正式名称を
知らないことが多く、知ると略語が作られた本来の目的や背景がよりわかる
気がします。ちなみに本所の呼称であるGBRCは
「 General Building Research Corporation
of Japan 」の略称です。
私は、ワールドカップの熱冷めやらぬ前に様々な
アルファベット略語について調べてみようと思います。 記：前山 航

https://www.gbrc.or.jp/building_confirm/committee/

